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[講演要旨] 
メール誤送信、誤操作、内部不正、標的型メール攻撃など、人に由来したセキュリティ事

故やサイバー攻撃は続いており、セキュリティガバナンスにおいてもヒューマンセキュリ

ティホールへの対策がますます重要になると考えられる。本講演では、社内外の実践に基

づく以下のトピックについて紹介する。 
(1)メール誤送信対策: 現在富士通の全社利用ツールとなっているメールチェッカーについ

て、開発から社内 10 万人利用までの展開における気づきを含めて紹介する。 
(2) 標的型メール対策: メールチェッカーを拡張したクライアント対策ツールの機能およ

び、所内メール訓練における評価について述べる。 
(3) IT 被害に遭いやすい人の心理・行動特性分析: 約 2,000 名に対するアンケートにより IT
被害に遭いやすい人の行動・心理的特性を分析した結果を紹介する。(総務省「サイバー攻

撃の解析・検知に関する研究開発」の内容を含む) 
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